
象
外
で
、
現
在
補
助
さ
れ
て
い
る

65
歳
以
上
の
障
害
者
の
う
ち
、
１

級
以
外
の
精
神
、
重
度
以
外
の
難

病
患
者
は
３
年
後
に
対
象
外
と
し

ま
す
。

　

市
町
村
へ
の
「
子
ど
も
の
貧
困

対
策
緊
急
補
助
金
」
を
創
設
し
ま

す
が
、
１
市
町
村
当
た
り
上
限
２

千
万
円
の
総
額
３
億
円
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
で
は
、
生
徒
や
学
校
の
競

争
を
あ
お
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト

　

第
２
阪
奈
道
路
を
府
道
路
公
社

か
ら
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
に
移
管

し
、
府
の
出
資
金
１
９
６
億
円
を

権
利
放
棄
す
る
議
案
も
提
案
し
ま

す
。

　

大
阪
市
立
住
吉
市
民
病
院（
住

之
江
区
）の
３
月
末
廃
院
を
強
行

し
、
跡
地
で
外
来
だ
け
の
小
児
・

産
婦
人
科
の
診
療
所
開
設
を
経

て
、
新
病
院
整
備
を
検
討
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

府
大
・
大
阪
市
大
の
統
合
準
備

に
３
億
円
を
計
上
す
る
一
方
で
、

府
大
へ
の
運
営
交
付
金
は
維
新
府

政
前
の
４
分
の
３
に
削
減
し
た
ま

ま
で
す
。

　

松
井
一
郎
府
知
事
は
16
日
、
２

０
１
８
年
度
の
当
初
予
算
案
を
発

表
し
ま
し
た
。
府
民
の
暮
ら
し
応

援
よ
り
大
型
開
発
や
カ
ジ
ノ
優
先

の
路
線
を
さ
ら
に
進
め
る
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
２
兆

５
５
４
３
億
円（
17
年
度
比
96
・

８
％
）。

　

精
神
障
害
者
１
級
と
重
度
難
病

患
者
の
医
療
費
補
助
が
始
ま
り
ま

す
が
、
精
神
病
床
へ
の
入
院
は
対

　

大
阪
市
の
吉
村
洋
文
市
長
は
15

日
、
２
０
１
８
年
度
大
阪
市
当
初

予
算
案
を
発
表
し
ま
し
た
。「
副

首
都
・
大
阪
の
確
立
」
の
名
で
、

大
阪
市
を
廃
止
し
て
「
特
別
区
」

に
再
編
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
に

固
執
し
、
カ
ジ
ノ
を
核
と
し
た
統

合
型
リ
ゾ
ー
ト（
Ｉ
Ｒ
）や
万
博
誘

致
、
大
型
開
発
を
推
し
進
め
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
算
規
模
は
一
般
会
計
１
兆
７

７
７
１
億
円（
前
年
度
比
０
・
８

５
３
億
円（
同
５
３
４
１
億
円
減
）

で
、
14
年
連
続
し
て
減
少
。
一
般

会
計
で
２
兆
８
８
２
３
億
円（
同

５
１
０
６
億
円
減
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
大
阪
都
」
構
想
関
連
で
は
、

「
特
別
区
」
の
制
度
設
計
を
議
論

す
る
大
都
市
制
度（
特
別
区
設
置
）

協
議
会
の
運
営
費
や
広
報
予
算
な

ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。「
特
別

区
」
と
「
総
合
区
」
の
「
経
済
効

果
」
を
試
算
す
る
た
め
の
事
業
者

公
募
へ
の
応
募
が
な
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
再
公
募
の
た
め
の

費
用
１
千
万
円
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。

％
増
）で
、
特
別
会
計
を
含
む
全

会
計
の
予
算
総
額
は
、
３
兆
８
９

８
５
億
円（
同
１
・
７
％
増
）。
通

常
収
支
は
１
９
０
億
円
の
不
足

で
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し

や
不
用
地
な
ど
の
売
却
で
補
い
ま

す
。

　

市
税
収
入
は
７
１
６
４
億
円

（
同
９
・
９
％
増
）で
、
う
ち
法
人

税
は
１
２
６
３
億
円（
同
12
・
４

％
増
）な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
債
残
高
は
全
会
計
で
３
兆
６
７

　

２
０
２
５
年
の
国
際
博
覧
会

（
万
博
）の
大
阪
誘
致
推
進
事
業
１

億
４
７
０
０
万
円
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
推

進
事
業
４
７
０
０
万
円
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
の
依
存
症
支
援
に
６
０

０
万
円
を
計
上
。

　

地
下
鉄
道
「
な
に
わ
筋
線
」
の

事
業
化
推
進
へ
出
資
金
５
１
０
０

万
円
、
淀
川
左
岸
線
２
期
事
業
に

62
億
４
２
０
０
万
円
、
同
延
伸
部

事
業
の
予
備
設
計
に
１
億
円
を
盛

り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
府
立
大
学
と
大
阪
市
立
大

学
の
法
人
統
合
準
備
関
連
予
算

に
、
３
億
５
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
４
月
か
ら
の
国
民
健
康

保
険（
国
保
）の
都
道
府
県
単
位
化

で
は
、
府
が
狙
う
「
府
内
統
一
保

険
料
率
」
に
従
い
、
国
保
料
値
上

げ
を
抑
え
る
た
め
に
６
年
間
だ
け

激
変
緩
和
措
置
を
と
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
と
し
７
月
か
ら
の
「
敬
老
パ

ス
」（
70
歳
以
上
の
市
民
が
対
象
）

の
利
用
者
負
担
年
３
千
円
の
廃

止
、
可
動
式
ホ
ー
ム
柵
の
整
備
、

地
下
鉄
・
地
下
街
な
ど
の
浸
水
・

防
災
対
策
、
堤
防
な
ど
の
耐
震
対

策
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

梅
田
か
ら
関
西
空
港
ま
で
５
～

10
分
程
度
短
縮
す
る
だ
け
の
「
な

に
わ
筋
線
」（
総
事
業
費
３
３
０
０

億
円
、
う
ち
府
と
大
阪
市
が
５
９

０
億
円
ず
つ
負
担
）の
整
備
促
進

に
は
５
千
万
円
、
う
め
き
た
地
区

で
の
「
な
に
わ
筋
線
」
新
駅
設
置

に
４
億
円
を
計
上
。
阪
神
高
速
道

路
淀
川
左
岸
線
延
伸
部
整
備（
総

事
業
費
約
４
千
億
円
、
府
と
大
阪

市
が
３
０
０
億
円
ず
つ
負
担
）の

建
設
を
進
め
ま
す
。

　

カ
ジ
ノ
誘
致
活
動
に
８
２
０
０

万
円
、「
大
阪
都
」
構
想
の
た
め

の
副
首
都
化
推
進
に
６
億
円
計

上
。

を
継
続
し
、
２
億
７
千
万
を
計
上

す
る
一
方
で
、
府
独
自
の
35
人
学

級
は
実
施
せ
ず
、
支
援
学
校
も
既

存
の
学
校
へ
の
詰
め
込
み
で
障
害

児
増
に
対
応
す
る
な
ど
、
教
育
条

件
整
備
に
は
背
を
向
け
て
い
ま

す
。

　

地
元
か
ら
存
続
を
求
め
て
強
い

声
が
上
が
っ
て
い
る
、
府
立
柏
原

東
高
校
と
長
野
北
高
校
の
廃
止
条

例
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料（
国
保
料
）

は
、
６
年
間
の
「
激
変
緩
和
」
期

間
を
経
て
、
大
幅
値
上
げ
と
な
る

府
内
一
本
化
を
強
行
す
る
構
え
で

す
。

都
構
想
に
固
執 
大
型
開
発･

カ
ジ
ノ
推
進

大
阪
府
当
初
予
算
案

大
阪
市
当
初
予
算
案
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